
九州沖縄経済圏
スマートフードチェーンプロジェクト

高い農業産出額を誇り、今後も農業・食品産業の成長
が期待される九州沖縄経済圏。
九州沖縄経済圏の農業・食品産業の競争力強化と地方
創生に向けて、農畜産物・食品の輸出、生産基盤強化に
資する農研機構の最先端技術の事業化に向けた取組み
をご紹介します。

第７回
事業化戦略会議

2025年

11.12 13:00～17:00水

主 催 / 農研機構
後 援 / 一般社団法人九州経済連合会

農林水産省九州農政局
経済産業省九州経済産業局
内閣府沖縄総合事務局

事務局 / 農研機構九州沖縄農業研究センター
 sh-q-sfc@naro.go.jp TEL 096-242-7540 / 7559 FAX 096-242-7543

二次元バーコード又は
下記URLよりお申込みください

期限：1１月10日（月）１７：００

特別講演

日本農業の現状・課題・可能性
～農業を成長産業にするために～

パネルディスカッション

企業との連携による儲かる農業の実現
～産業界と共に創る持続可能な農業の未来～

稲垣 公雄氏
（㈱三菱総合研究所）

本田 光広氏

（九州農政局）
内藤 祥平氏

（㈱日本農業）

本田 欣之氏

（双日農業㈱）

宮島 清治氏

（南信州菓子工房㈱）
永松 寿夫氏

（㈱筑邦銀行）

森田 敏
（農研機構）

モデレーター
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取組説明
研究成果発表

開場 ・ 受付

開会・来賓挨拶

特別講演

（休憩）

パネル
ディスカッション

第１部

閉会

ポスターセッション

第２部

詳しくは裏面で

閉会後は
会場で

ポスター説明
/名刺交換 https://prd.form.naro.go.jp/form/

pub/naro01/q_sfc_seventhy

申込

会場/
オンライン配信

(事前申込)

参加
無料

会場： パピヨン２４ガスホール
（福岡県福岡市博多区千代1丁目１７－１）

パネリスト

株式会社三菱総合研究所

研究理事・食農分野連携推進本部長 稲垣公雄 氏



▮ 第１部 取組説明・研究成果発表

第7回 九州沖縄経済圏スマートフードチェーンプロジェクト事業化戦略会議

（１）九州沖縄経済圏スマートフードチェーンプロジェクト成果の事業化と輸出拡大に向けた農研機構の取組み
農研機構本部 総括執行役 兼 事業開発部 部長 田中 健一

（２）各課題研究成果の説明

▮ 第2部 特別講演

内藤 祥平 氏

本田 光広 氏

本田 欣之 氏

永松 寿夫 氏

宮島 清治 氏

稲垣 公雄 氏

株式会社日本農業
代表取締役CEO

南信州菓子工房株式会社
取締役 製造部長

慶應義塾大学法学部在学中に米国・イリノイ大学アーバナ・
シャンペーン校農業経営学部に留学。大学卒業後、マッキン
ゼー・アンド・カンパニーの日本支社にて農業関連企業の経営
戦略の立案・実行などの業務に従事。’16年11月に株式会社
日本農業を設立し、代表取締役CEOに就任。

’90年４月に農林水産省入省後、生産局畜産部（畜産企画課課
長補佐、牛乳乳製品課乳製品調整官）、九州農政局消費・安全
部長、大臣官房参事官（国際機構グループ長）、 輸出・国際局
（国際戦略グループ長）、独立行政法人農畜産業振興機構理事、
北陸農政局次長を経て、’25年４月から現職。

’75年長野県生まれ。’15年に南信州菓子工房株式会社入
社後、製造部部長、品質管理部部長を経て’25年6月より現
職。同社の農業参入事業にも携わる。

’90年三菱総合研究所に入社。関西センター長、ものづくり事業
革新センター長、経営イノベーション本部副本部長などで事業会
社・金融機関などのコンサルティングに従事。’21年より食農分野
担当本部長、’24年10月より研究理事。企業経営戦略・農業政策
に関する研究提言、特に農業分野を中心に社会課題解決につな
げる企業・経営体や行政組織の事業改革、事業創出に取り組む。
NHKニュース、日経テレ東BIZなどで農業政策にも解説出演。著
書に『日本人は日本のコメを食べ続けられるか』（河出書房夢新
書・2025年9月）など。

▮ 第２部 パネルディスカッション

農林水産省九州農政局
次長

双日農業株式会社
代表取締役

株式会社筑邦銀行
金融コンサルティンググループ
主任調査役

モデレーター

株式会社三菱総合研究所
研究理事・食農分野連携推進本部長

’88年農林水産省入省後、地域農業研究センター(北海道、西
日本、東北、九州)、農林水産技術会議事務局に勤務。主に水
稲栽培研究(高温対策等)に従事。九州沖縄農業研究センター
所長、NARO開発戦略センター長を経て’24年4月から現職。
博士(農学)。

森田 敏 農研機構 理事

パネルディスカッションにも参加！

’90年大阪大学を卒業後、日商岩井（株）へ入社。’12年アグリ
ビジネス事業に従事開始。’14年からは施設園芸にてミニトマト
やパクチー等の栽培から販売に従事。’21年以降は露地農業で
のタマネギ産地形成に着手。’22年6月に双日農業（株）を設立、
地元生産者と共に、タマネギの生産法人を７つ立ち上げ運営。

’05年4月、株式会社筑邦銀行入行。営業店勤務後、’21年よ
り現在の部署でアグリ部門担当に従事。’23年8月、筑邦トゥ
ルーバファーム株式会社の設立に伴い取締役に就任（筑邦銀行
兼務）。’25年2月、農業従事者支援プラットフォーム「筑後アグ
リネットワーク」事務局担当。’25年４月、九州大学大学院経済
学府（MBA）就学中。

・ サツマイモ基腐病対策技術
農研機構本部 総括執行役 兼 植物防疫研究部門 所長 大藤 泰雄

・ 収量向上による国産大豆の安定供給化
農研機構九州沖縄農業研究センター 所長 澁谷 美紀

・ 牛肉輸出拡大に向けた生産基盤強化技術開発
農研機構畜産研究部門 所長 石井 和雄

・ 緑茶新品種｢せいめい｣の産地形成と高品質･安定生産技術
農研機構果樹茶業研究部門 所長 草塲 新之助
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